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資料１ 調査団員・氏名 

 



１．調査団員氏名・所属

1) 現地調査

氏　　　名 担 当 分 野 所　　　属

① 小田　亜紀子 総　括 JICAホンジュラス事務所次長

② 小柳　桂泉 計画管理 JICA無償資金協力部業務第一グループ
運輸交通・電力チーム

③ 五瀬　伸吾 業務主任／橋梁計画 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

④ 古川　康雄 橋梁設計 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

⑤ 北山　昭彦 自然条件調査
(地形・地質・水文)

㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

⑥ 村上　啓一 施工計画／積算 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

⑦ 松崎　洋子 通訳（西語） ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

2)基本設計概要説明調査

氏　　　名 担 当 分 野 所　　　属

① 小田　亜紀子 総　括 JICAホンジュラス事務所次長

② 五瀬　伸吾 業務主任／橋梁計画 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

③ 古川　康雄 橋梁設計 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

④ 松崎　洋子 通訳（西語） ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル
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資料２ 調 査 行 程 

 



２．調査行程

 1)現地調査

（平成18年 7月 6日～ 8月 4日）

小田 小柳 五瀬 古川 北山／村上 松崎

1 7月6日 木

2 7月7日 金
大使館､JICA打合せ､

SOPTRAVI表敬

3 7月8日 土

4 7月9日 日 東京発ﾋｭｰｽﾄﾝ着(CO006)

5 7月10日 月
ﾋｭｰｽﾄﾝ発ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ着(CO756)

JICA打合せ

6 7月11日 火

7 7月12日 水

8 7月13日 木

9 7月14日 金

10 7月15日 土

11 7月16日 日

12 7月17日 月

13 7月18日 火

14 7月19日 水

15 7月20日 木 東京発ﾋｭｰｽﾄﾝ着(CO006)

16 7月21日 金
大使館､JICA打合せ､
SETCO､SOPTRAVI表敬

ﾋｭｰｽﾄﾝ発ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ着(CO756)
大使館､JICA打合せ､
SETCO､SOPTRAVI表敬

大使館､JICA打合せ､
SETCO､SOPTRAVI表敬

大使館､JICA打合せ､
SETCO､SOPTRAVI表敬

17 7月22日 土

18 7月23日 日

19 7月24日 月 ｻｲﾄ調査 SOPTRAVI打合せ

20 7月25日 火 ｻｲﾄ調査
ﾐﾆｯﾂ署名、

大使館・JICA報告

21 7月26日 水 ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ発ﾋｭｰｽﾄﾝ着(CO755) ｻｲﾄ調査 資料収集・整理

22 7月27日 木 ﾋｭｰｽﾄﾝ発(CO007)

23 7月28日 金 東京着

24 7月29日 土

25 7月30日 日

26 7月31日 月

27 8月1日 火 大使館・JICA報告

28 8月2日 水

29 8月3日 木

30 8月4日 金

2)基本設計概要説明調査

（平成18年10月28日～11月 6日）

小田 五瀬 古川／松崎

1 10月28日 土

2 10月29日 日

3 10月30日 月

4 10月31日 火

5 11月1日 水

6 11月2日 木

7 11月3日 金

8 11月4日 土

9 11月5日 日

10 11月6日 月

サイト調査

サイト調査

日
順

年月日
曜
日

東京発ﾋｭｰｽﾄﾝ着(CO006)

ﾋｭｰｽﾄﾝ発ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ着(CO756)
大使館､JICA打合せ､SOPTRAVI表敬

サイト調査

行　　　　程

日
順

年月日
曜
日

大使館・JICA報告

ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ発ﾋｭｰｽﾄﾝ着(CO755)

ﾋｭｰｽﾄﾝ発(CO007)

サイト調査準備

サイト調査

サイト調査

サイト調査

サイト調査

サイト調査

サイト調査

サイト調査

サイト調査

サイト調査

資料収集・整理

SOPTRAVI打合せ、資料収集・整理

データ整理

データ整理

東京着

SOPTRAVI打合せ、資料収集・整理

大使館､JICA打合せ､SETCO表敬､SOPTRAVI打合せ

ﾋｭｰｽﾄﾝ発(CO007)

東京着

SOPTRAVI打合せ

東京発ﾋｭｰｽﾄﾝ着(CO006)

 ﾋｭｰｽﾄﾝ発ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ着(CO1116)大使館、JICA打合せ

サイト調査

ﾐﾆｯﾂ署名､JICA報告

サイト調査

補足資料収集

ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ発ﾋｭｰｽﾄﾝ着(CO1117)

SOPTRAVI打合せ、覚書署名

サイト調査

SOPTRAVI打合せ

行　　　　程

サイト調査

ﾐﾆｯﾂ署名、大使館・JICA報告
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資料３ 関係者（面会者）リスト 

 



３．関係者（面会者）リスト

 1）在ホンジュラス日本大使館

肥塚　隆 特命全権大使

長沼　始 参事官

植松　聡 一等書記官

井上　琢磨 政務･経済協力担当

 2）JICAホンジュラス事務所

鈴木　達男 所長

小田　亜紀子 次長

三浦　淳一 所員

中澤　享 所員

 3）ホンジュラス国政府

SETCO（国際技術協力庁）

Karen Lizeth Zelaya O. 大臣

Rosa M. Duarte 業務管理部、部長

SOPTRAVI（公共事業運輸住宅省）

José Rosario Bonanno 大臣

Enesto Galeas Martinez 副大臣

Melvin Omar Martínez 道路局局長

Sofía Lilibeth Maradiaga 道路局副局長

Oscar Armando Arriaga 道路安全技術支援部、部長

Irma Valladares 道路安全技術支援部、部長補佐

Miguel Angel Matute 構造部部長

César Padilla 管理部部長

Edmundo Cruz サン・ペドロスーラ事務所所長

Marvin Yovani Flores 用地部

Roberto Aguilar Santo 用地部

Hugo Martínez Silva 公共事業局河川部

Juan Fernando Puentes 環境管理部

Carlos Mejía Sandrés 環境管理部
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資料４ 討議議事録（M/D） 
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4.討議議事録（M/D）
1)現地調査
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ホンジュラス共和国 

グァイモン橋復旧架け替え計画基本設計調査 

協議議事録 

 

 

ホンジュラス共和国（以下、「ホンジュラス」）政府により提出された要請に応え、日

本国政府はグァイモン橋復旧架け替え計画（以下、「プロジェクト」）を実施することを

決定し、独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」）に調査を委託した。 

JICAは、ホンジュラス事務次長小田亜紀子を団長とする基本設計調査団（以下、「調

査団」）を2006年 7月 7日から8月2日までホンジュラスに派遣した。 

調査団はホンジュラス政府関係者と協議を行い、現地調査を実施した。協議および現地

調査を通して、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。調査団は、さらに

調査を継続し、基本設計調査報告書を作成する。 

 

  2006年 7月 25日 テグシガルパM.D.C. 

 

 

 

 

 

 

                               

 小田 亜紀子               エルネスト ガレアス マルチネス 

 総括                副大臣 

 基本設計調査団    公共事業・運輸・住宅省(SOPTRAVI) 

 JICA      ホンジュラス共和国 

 

 

 

 

            （署名立会） 

 

 

 

                                 

カレン リセス ゼラヤ オルドニェス 

大臣 

国際協力庁（SETCO）                      

ホンジュラス共和国 
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付 属 書 

 

１．目的 

 プロジェクトの目的はグァイモン橋を改修することにより安定した交通を確保し、周辺

地域の発展に寄与することである。 

 

２．調査対象地域 

本計画の調査対象地域は別添１に示す通り。 

 

３．主管官庁及び実施機関 

プロジェクトの責任及び実施機関は公共事業・運輸・住宅省（SOPTRAVI）、維持管理は

道路基金維持管理局(Fondo Vial)である。SOPTRAVI 及び Fond Vial の組織図をそれぞれ

別添２－１、２－２に示す。 

 

４．ホンジュラス政府からの要請内容 

 調査団との協議の後、下記の項目が 終的にホンジュラス国から要請された。 

 

 ・グァイモン橋の建設(必要な範囲の取付け道路および護岸工含む) 

 

 JICAは要請の妥当性を検証し、日本国政府に報告する。 

 

５．日本の無償資金協力スキーム 

（１）ホンジュラス側は、調査団が説明した別添3に示す日本の無償資金協力スキームを

理解した。 

（２）ホンジュラス側は日本の無償資金協力の実施の条件に従い、プロジェクトの円滑な

実施のために別添４に記載された必要な措置を取ることを約束した。 

 

６．調査予定 

（１）コンサルタント団員は、2006 年 8 月 2 日までホンジュラス両国における調査を継

続する。 

（２）JICAは基本設計概要書を西語で作成し、その説明調査団を10月下旬にホンジュラ

スに派遣する。 

（３）基本設計概要書の内容がホンジュラス政府により概ね了承されれば、JICA は 終

報告書を作成し、2007年 1月までにホンジュラスに送付する。 

 

７．その他関連事項 

（１）新橋の架橋位置が現在の橋梁位置と異なる場合は、ホンジュラス側は工事の開始前

あるいは新橋完成後のどちらか適切な時期に現橋(上流側仮設橋含む)を撤去する。 

（２）新橋位置が現橋位置と同じ場合、上流側仮設橋は新橋の橋台防護工及び護岸工整備

の妨げとなるため、適切な時期に日本側で撤去する。 

（３）現橋に添架されている上水用パイプや工事に影響する現橋周辺の電柱、電線等のユ

ーティリティは工事開始前までにホンジュラス国側で移設する。 
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（４）ホンジュラス側は、工事期間中において上流側仮設橋を迂回路として使用すること

を了承した。この場合、迂回路の車線数については、環境社会配慮上の問題、取付

け道路の線形および事業費等の観点から引き続き検討を行うが、調査団は迂回路が

1車線となる可能性が高いことを説明した。 

（５）ホンジュラス側は、既存橋の上流側左岸に更に２つの水制工を今年の8月末までに

設置する。 

（６）ホンジュラス側は、橋梁周辺の民有地確保が必要となった場合に備え、橋梁周辺の

土地所有者からの同意が取り付けられていることを説明した。調査団はその内容を

妥当なものと確認した。 

（７）ホンジュラス側は、遅くとも2006年 11月末までにSERNA（天然資源環境省）より

環境許可を取得する。 

（８）ホンジュラス側は、調査団が手交した質問表に対する回答を2006年 7月 28日まで

に提出する。 

（９）ホンジュラス側は、調査団がホンジュラスに滞在する期間、調査団に必要な人数の

カウンターパートを手配する。 

 

 

 

別添１  ：プロジェクト地図 

  ２－１：SOPTRAVI組織図 

  ２－２：Fondo Vial組織図 

  ３  ：無償資金協力スキーム 

  ４  ：両国の負担区分 
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2)概要説明調査
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ホンジュラス共和国 

グァイモン橋架け替え計画基本設計調査 

協議議事録 

 

 

2006年 7月に独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）は、ホンジュラス共和国（以

下「ホンジュラス」）に、ホンジュラス国グァイモン橋架け替え計画（以下「プロジェク

ト」）のために基本設計調査団を派遣し、協議、現地調査及び国内における技術解析に基

づき、JICAは基本設計概要書案を作成した。 

上記基本設計概要書の内容に関してホンジュラス政府関係者と説明及び協議を行うた

めに、JICA はホンジュラスに、JICA ホンジュラス事務所次長小田亜紀子を団長とする基

本設計概要説明調査団（以下「調査団」）を2006年 10月 29日から11月4日に渡って派

遣した。 

 

  2006年 11月2日 テグシガルパM.D.C. 

 

 

 

 

 

 

                                   

 小田 亜紀子               （要氏名確認） 

 総括                大臣 

 基本設計調査団    公共事業・運輸・住宅省(SOPTRAVI) 

 JICA      ホンジュラス共和国 

 

 

 

 

            （署名立会） 

 

 

 

                                 

カレン・リゼス・ゼレーヤ 

大臣 

国際協力庁（SETCO）                      

ホンジュラス共和国 
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ホセ・ロサリオ・ボナリノ



                                    

                       

付 属 書 

 

１．概要書の内容 

 ホンジュラス側は、調査団により説明された概要書の内容について原則として同意し、

了承した。 

 

２．日本の無償資金協力のスキーム 

 ホンジュラス側は日本の無償資金協力のスキームと、2006年 7月25日に両者により署

名された協議議事録（M/D）の別添 3及び 4 に記載されたホンジュラス政府側が実施すべ

き必要な措置を了解している。 

 

３．調査工程 

 JICA は確認された事項に従って 終報告書を作成し、2007 年 1月末までにホンジュラ

ス政府側に報告書を送付する。 

 

４．その他関連事項 

（１）両者は、2006年 7月25日付け協議議事録（M/D）にて確認された本調査件名を「グ

ァイモン橋復旧架け替え計画」から「グァイモン橋架け替え計画」へ変更すること

とした。 

（２）ホンジュラス側は、工事のために必要な施工ヤード、現場事務所、主桁製作ヤード、

迂回路等の用地を工事開始前までに確保する。 

（３）ホンジュラス側は、橋梁周辺の電柱・架空線、橋梁に添架されている水道管の移設

を着工前までに完了する。 

（４）ホンジュラス側は、既存ベイリー橋を工事終了までの迂回路として提供する。 

（５）ホンジュラス側は、工事中、迂回路運用に係る交通誘導員、警備員を配置する。 

（６）ホンジュラス側は、定性環境診断書を作成し、11 月末までに天然資源環境省から

の事業認可を取得して証拠書類をJICAホンジュラス事務所に提出する。 
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資料５ 事業事前計画表（基本設計時） 
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 ５．事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 

ホンジュラス共和国 グァイモン橋架け替え計画基本設計調査 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

｢ホ｣国では農産物等の流通の活発化に伴い、同国経済の活性化を図る上で流通網の確保・開発

が不可欠となってきており、特に物流の 65％を担っている道路輸送は重要な位置付けにある。こ

の道路輸送の重要性に鑑み、｢ホ｣国は、道路開発計画「ロジスティック回廊整備計画」を策定し

た。この整備計画は、メキシコのプエブラとパナマを高規格道路で結ぶプエブラ・パナマ計画

(PPP)と連動したものである。PPPでは、中米道路網の顕著な欠陥が中米経済の競争力を阻害して

いると結論付け、メソアメリカ国際道路網(RICAM)を提唱した(02 年)。RICAM は、プエブラとパ

ナマを結ぶ太平洋沿岸道路を軸として大西洋沿岸道路(幹線道路)と副次道路(準幹線道路)とで

構成される国際道路網である。「ホ」国内では、この道路網の延長の中で 713km が RICAM に指定

されており、これをロジスティック回廊と位置づけている。 

 

本プロジェクト対象橋梁であるグァイモン橋は、上記ロジスティック回廊の大西洋沿岸の幹線

道路に直接的に繋がる CA13 号線に位置する。同地域ではバナナ、あぶら椰子、コーヒー等の大

規模栽培が行われており、CA13 号線は、これら農産物を同地域内の商業地であるラ・セイバ等へ

の輸送としてばかりでなく、CA5 号線と接続して北部地域の 大商業地であるサン・ペドロスー

ラ及び｢ホ｣国の 80％(05 年)の輸出品を扱う港湾都市コルテスに繋がっており、極めて重要な役

割を担う路線と位置付けられている。 

 

グァイモン橋は、2005 年 10月から 11月にかけて来襲したハリケーン“ベータ”と“ガンマ”

により、左岸の橋台及び 5径間の内の１径間が流失した。現在は流失した橋台の代わりに盛土を

設置し、その上に仮設ベーリー橋（2 径間分 55ｍ）、さらに上流側に仮設ベーリー橋（全長 150

ｍ）を設置して、2 車線交通を確保している。しかし、既存橋は非常に不安定な状態であり、次

の洪水で再度流失する可能性が高い状態で一般交通に供用している。また、橋梁上を約 3,900 台

／日の交通が通過し、うちバス・トラック等の大型車両が 34％を占めるが、仮設橋のため 32 ト

ンの重量制限と 30km／時の速度規制を実施している。 

 

このように要請対象橋梁は、主要幹線道路として整備が進められている路線上に位置している

のもかかわらず、その機能を十分果たしていない。本プロジェクトは、｢ホ｣国側の自助努力によ

る道路・水制工設置等の洪水防御整備と連携して、｢ホ｣国の実施能力を超える極めて不安定で不

十分な耐荷力を有する橋梁を架け替えることにより、自然災害に対する脆弱性の是正に資すると

ともに、主要生産物の円滑な輸送が確保・促進され、沿線地域の社会・経済活動の活性化に直接

的に裨益し、ひいては貧困削減に大きく寄与する必要性の高いプロジェクトである。 

3. プロジェクトの全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

｢ホ｣国内のロジスティック回廊に直接的に繋がるCA13号線の極めて不安定で不十分な耐荷力を

有する橋梁が架け替えられることで、同国内の幹線道路としての機能が強化され、安定した人員・

物資の輸送が確保される。結果として、プロジェクト対象地域を中心とした社会・経済の活動が促

進され、貧困が削減される。 

 裨益対象の範囲及び規模：CA13号線の沿道住民の約100万人(ヨーロ県(46万人)、アトランティ

ダ県(34万人)、コロン県(20万人)（01年国勢調査） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

① 橋梁の架け替え及び取付道路が改修される。 

② 水制工が設置される 
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③ プロジェクト運営体制が整備される。 

④ 供用後の維持管理体制が確保される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

① 橋梁及び取付道路を整備する。 

② 水制工を整備する。 

③ プロジェクト運営のための人員を配置する。 

④ 橋梁、取付道路及び水制工等の護岸を維持管理する。 

(4) 投入（インプット） 

① 日本側 ：無償資金協力9.98億円 

② 相手国側：(ア) 水制工の設置 

       (イ) 電柱・電線の移設 

       (ウ) 水道管の移設 

       (エ) 迂回路運用に係る交通誘導員・警備員の配置 

(5) 実施体制 

主管官庁及び実施機関：公共事業・運輸・住宅省(SOPTRAVI)道路局(DGC) 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

｢ホ｣国 ヨーロ県 エル・プログレソ市 

(2) 概要 

既設グァイモン橋の撤去と新橋の建設(160m)、取付道路の改修及び水制工等の護岸の設備

(3) 相手国側負担事項 

施工ヤード等の工事に必要な用地の確保、電柱・電線の移設、水道管の移設、迂回路運用に

係る交通誘導員・警備員の配置及び水制工の設置 

(4) 概算事業費 

10.15億円(日本側9.98億円、｢ホ｣国側0.17億円) 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約35ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

用地買収は発生しないが、工事用地確保のための用地借用に対し適切な補償をする。 

5. 外部要因リスク 

特になし。 

6. 過去の類似案件からの教訓 

特になし。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 現状の数値(2006年) 計画値(2009年) 

橋梁通行車両の重量制限の緩和 32トン／台 40.9トン／台 

橋梁通行車両の速度制限の緩和 30km／時 60km／時 

(2) その他の成果指標 

特になし。 

(3) 評価のタイミング 

2009年以降（協力対象施設竣工後） 
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